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   The results of clinical investigation on the new long acting cholinesterase inhibitor "Ubretid" 
showed that it could be employed for tornicising the bladder and ureteral musculature. Clinical 
improvements of symptoms and signs including cystometrograms were observed in 7 of 8 
patients with mild bladder neck sclerosis, 5 of 8 patients with neurogenic bladder dysfunction 
and 1 of 4 patients with vesicoureteral reflux. 
   A dose of 5 mg. (one tablet) once a day by mouth seemed to be adequate. Maintenance 
on 5 mg. every other day may be desirable in chronic cases. No marked by-effects such as in-
testinal spasms, vomiting, excessive sweating, increased saliva secretion, muscular fascicula-
tion and cholinergic crisis were encountered in this study.
は じ め に
UbretidはOsterreichischeStickstoffwerke
AG研 究 所 で 合 成 さ れ た 抗Cholinesterase
(ChE)剤 で 下 図 の ご と く2コ の 機 能 基 が
Polymethylen基のChainに より 結合 され単
基 の抗ChE剤Vagostigmin等より作用持続
時間の長い こ とが特異的 である.
UbretidはAcetylcholineを分解す るChEを
抑制 す る.つまりUbretidの主 な作用 はAcety1一
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いえる.一 般にAcetylcholineは副 交 感 神
経,汗 腺,血 管,子 宮に至 る交感神経,運 動神



















与し,治療効果,副 作用,投 与量,投 与方法につき検
討した.
1前 立腺症
治 療 成 績








5mg/日14日間の投与で 頻尿,残 尿感消失,残 尿は
50m1と減少した.
症例2.55才男子.夜間頻尿を主訴として来院,レ














































































































































































































































































Ubretidは有 効 に 作 用 した.副 作 用 は 全 例 に認 め られ
な か っ た(表2)
症例1.51才 男 子 残 尿90m1あ るHypotonic
neurogenicb工adder.Ubretid5mg/日7日間 投 与 に


























































































































































































BUb・eti己5mg/日 ,2週商 投 与 後
第2図
症 状 は 全 く消失 した.し か しUbretid5mgを隔 日投
与 に 切 か え た所 再 び 残 尿 感,軽 度 の排 尿 困 難 を 訴 え る
よ うに な った.投 与 前 後 の 膀 胱 内 圧 曲線 に は 著 変 は
な か った.
症 例2.52才 男 子.尿 線細 小,頻 尿,残 尿 感 あ り時
々Overflowincontinenceを起 す 患者 で残 尿290m1
と多 く 内庄 曲線 はHypotonicで あ った.Ubretid
5mg/日14日間 の投 与 で頻 尿 が な くな り7.5mg/日と
増 量 し4週 間 投 与 を 続 け た所 尿線 も太 くな り残 尿 も減
少,尿 失 禁 も消 失 した.
症 例3.17才 男 子.幼 時 よ り尿 失 禁,排 尿 困 難,残
尿 感 を 訴 え て い る.膀 胱 内 圧 測 定 に てUninhibited
neurogenicbladderと診 断 されUbretid5mg/日
を投 与 した 所 残 尿 感 消失 し尿失 禁 もみ られ な くな り排
尿 状態 も 良好 とな って 来た.
症例4,18才 男 子.Spinabifidaoccultaのあ る
Hypotonicneurogenicbladderの患 者.Ubretid







































5mg/日20日間 の投 与 で 排 尿 力 増 加 した とい うが 他方
下腹 部 に圧 迫 感 が現 れ た とい う.内 圧 曲 線 で も著 変 は
なか った.
症 例5.47才 女 子.子 宮 全 易ll除後 の 尿 閉 に て婦 人 科
入院 中 膀 胱 内圧 検 査 のた め 当 科 受 診.婦 人科 で尿 道 拡
張 術 を受 け た 後Ubretid5mg/日14日間投 与 され て い
る.当 科 初 診 時 に は 術 後460mlあ った残 尿 が30m1
と減少 し尿 意 も 出 現 内圧 曲 線 もや やHypotonicでは
あ るが ほ とん ど正 常 の 曲 線 を 示 した.こ れ はUbretid
の効 果 と思 わ れ る.
症例6.28才 男 子.Myelodysplasiaのあ るSpastic
neurogenicbladder.Ubretid5mg/日1週間投 与 し
た所 頻 尿,排 尿 痛 が 現 れ効 果 な く中止 した.
症例761才 男 子 糖 尿 病 を 有 す るAutonomous
neurogenicbladderの患 者,他 にImpotenceも合 併
して い る.残 尿 は200m1,Ubretid5mg/日2週間 投
与 した が 自覚 症 状 の 改 善 な く残 尿 も不 変 で あ った.
症 例8.43才 男 子.直 腸 癌 術 後 のAtonicbladder・
排 尿不 能 のた め 持 続 導 尿 を うけ て い る.Ubretid5mg
/日30日 以上 投 与 した がBladdertonus高ま る も 自
然 排 尿 出来 ず 無 効 で あ った.
IVUbretid投与 に よ るCystometrogramの変
化 につ い て
Ubretid投与 前 後 に お け るCystometrogramにつ
い て測 定 し比 較 して み た,
総 じ てHypotonicbladderの場 合 に はNormoto一
50iOO200300340GC
BUbretid5mg/日20日 間 投 与後
第4図
(min)
nicに移 行 す る 傾 向 を示 した.す なわ ち 膀 胱 容 量 の
減 少,最 高排 尿圧 の増 加 が 認 め られ た.し か して 投 与
を 継 続 して もHypertonicに移行 す る こ とは な か っ
た.AutonornousneurogenicbladderではUbretid
5mg/日 の投 与 でAuton。mouscontractureの消失
をみ た.こ れ は 非常 に興 味 あ る所 見 と考 え られ るが 今
後 症 例 数 を 増 し検討 す る 必 要 が あ る.Uninhibited
neurogenicbladderの内圧 曲 線 ではUbretid投与
に よ り 如 何 な る 変化 も 認 め られ なか っ た.Spastic
neurogenicbladderではSpasticityが増 加 し症 状 の
































として血圧上昇,頻 脈,そ の他中枢作用 として

















のでは ないか と思わ れる.
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